




















































には，非ゴイガマの代表的政治家であったカラーワの P. de S. クララトネとサ
ラーガマの C. P. ダ・シルワの政治的活動とその特徴を明らかにする。この二
人は独立後のスリランカにおいてかなりよく知られた政治家ではあるが，今ま
でほとんど注目されてこなかった。その後，彼らの活動を制約したと思われる





　1　P. de S. クララトネと政治
　1950 年代における非ゴイガマ・カーストの政治家のなかできわめてよく知


















































しての地位を辞し，1960 年 3 月の選挙ではアンバランゴダ選挙区において統
一国民党から出馬した。このときは落選したものの，同年 7 月の総選挙では当
選を果たした（12）。しかしこうして晴れて議員となったのであるが，統一国民

















































1935 年にはセイロン高等文官に採用された。その後の 15 年間を上級官吏とし
て働き，国土開発食糧生産長官などの要職についた（18）。





計画は D. S. セーナーナーヤカによって本格的に始められたものであったが，
その計画を実際に実行したのは国土開発長官（Director of Land Development）
に任命されたこのダ・シルワだった。この過程で多数のサラーガマ農民がスリ
ランカ南西部からポロンナルワ付近に入植し，このカーストの有権者数は急激




持されていた。たとえば 1960 年 3 月の選挙では総投票数 1 万 2047 票のうち






























立が生じ，ダハナーヤカは離党した。そのため党首となった C. P. ダ・シルワ








































P. ダ・シルワについて 1960 年 3 月の総選挙直後に次のように書いた。






























































































ろう。こうしたなかでイギリスの在セイロン副高等弁務官であった N. E. コス
ターは，「セイロンにおける政治の社会的背景」という報告書を本国政府に向
けて 1954 年 7 月に送っている。本節ではこの報告書を中心に当時のカースト
と政治のあり方を検討していきたい。
　この報告書によると，1954 年当時，つまりこれは統一国民党政権時代であ
るが，選挙で選ばれた 95 人の国会議員のうち，73 人がシンハラ人で，13 人
がタミル人，ムスリムが 7 人，バーガーが 1 人，ヨーロッパ人が 1 人であった 





　シンハラ人議員のカーストに関しては，73 人のうち 54 人がゴイガマで，17
人が非ゴイガマ，2 人がカースト不詳であるとあり，ゴイガマがシンハラ人議


















































































カーストが重要な要因になる。2000 年から 2001 年にかけて行われた鈴木の農
村調査は，カースト区分は「生活の脈略から乖離して」おり，異カースト婚に






































































































著名な政治家 2 人の経歴を考察した。1 人はカラーワの P. de S. クララトネで，
彼は教育者として華々しい成功を収めながら，統一国民党内では「完全に無視」
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